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第 3 章では、 11ゲーテを読むシュタイナー」を読むエンデ」について論じる。シュタイナーの『メル
ヒェン』解釈を経由する中で、エンデがゲーテおよびシュタイナー自身をどう受容していったかを、未
公刊資料の調査結果に基づいて跡づける。




第 5 章では、エンデが最晩年に貨幣を題材にとって描いたオペラ『鼠捕り男J を取り上げる。この作
品を、エンデの貨幣論への取り組みの集大成として位置付け、彼が追求した貨幣のあるべき姿について
考察する。




































生活の、政治的な生活の王」と解釈し、 3 人の王は「三分化されていると見ることができる J と述べる。
シュタイナーが解釈を変更して「銀の王」に「政治」を読みこんだのは、自らが考える社会三分化、つ




















































第 4 章 エンデの貨幣観(1) 一一『駅の大聖堂』とゲゼルの利子論一一




































第 5 章 エンデの貨幣観 (2) 一一『鼠捕り男J と『貨幣と魔術』一一ー









































































的に解釈する可能性を示している。続く第 2 章ではシュタイナーとゲーテの関わり、第 3 章ではエンデ
のシュタイナー受容を焦点に、ゲーテ由来の錬金術イメージ、が社会観の図式へと転換されてゆく経緯が
論じられる。
エンデは、シュタイナーの社会思想、を継承しつつ、とりわけ経済の現状を危機的なものと捉えていた。
彼が一貫して問題にするのは、自己目的化した価値増殖のメカニズムである。『鏡の中の鏡j (1984年)
中の作品『駅の大聖堂』ではこれが端的に戯画化されているが、オペラ台本『鼠取り男j (1993年)に
なると、現実資本への投資によって実体経済を動かす貨幣の役割を認めた上で、そうした要件を欠く状
態が批判されている。エンデは、これを錬金術の物質変換過程における「塩J の欠落と類比させている
が、その発想、がスイスの経済学者ピンスヴァンガーの影響によるものであることが、書簡の調査から示
される。ピンスヴァンガーもまた、ゲーテの『ファウスト』に描かれた錬金術を近代経済の寓意として
解釈しており、エンデは彼の着想、を、それ以前のシュタイナー受容とも重ね合わせながら、晩年の貨幣
論に活かしたのである。
二重の経路をたどって、ゲーテの錬金術がエンデに受容され、晩年の作品に形象化された。すでに18
世紀には終罵していたはずの錬金術思想を、貨幣論という同時代的テーマに描き直してみせることで、
エンデは、ゲーテの内に潜在する思想的な可能性を再発掘したとも言える。このように論者の研究は、
ドイツ文学史の新たな読解の試みとしても、興味深い視点を提供するものである。
本論文は、エンデの晩年のペシミスティックな作品が含蓄する経済観と、その背景にある思想的系譜
を解明した点で独創性があり、また未公刊の一次資料を活用した研究としても学術的価値を持っている。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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